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核融合安全を体系的に整理することを目的として、原子力安全を参考に核融合安全の考え方に関する検討を

行っている。本検討では、核融合炉施設の特徴や既に実施した深層防護の実装についての検討結果に基づい

て、核融合安全の安全要件の検討を行った。 
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1. 緒言 

核融合炉は人と環境に対して放射線に起因する悪影響を生じる可能性があるため、工学的な成立性だけでな

く、施設全体の安全性を確保することが重要であり、欠けを防ぐために核融合安全の考え方を体系化するこ

とが望まれる。本研究では、核融合安全を体系的に整理することを目的として、原子力安全を参考に核融合

安全の基本的な考え方から技術要件までを検討している。本発表では、核融合炉施設の特徴や核融合安全に

おける深層防護の実装の検討結果[1]に基づいて、核融合安全の安全要件についての検討結果を述べる。 

2. 核融合炉施設の基本的な安全機能 

原子炉施設では、①反応度の制御（止める）、②熱除去（冷やす）、③放射性物質の閉じ込めや放出の管理・

制限等（閉じ込める）が基本的な安全機能とされている[2]。核融合炉施設の特徴と過渡・事故事象の情報を

参考にして、①予期せぬディスラプションの防止、②放射性物質と有害物質の閉じ込めや放射性物質放出の

管理・制限等、③放射線被ばくに対する防護の 3つを核融合炉施設の基本的な安全機能として設定した。 

3. 核融合炉施設の基本的な技術要件 

IAEA 安全基準の安全要件[2, 3]や原子力安全の基本的な技術要件の考え方[4]を参考に、核融合炉施設の設計

に必要な基本的な技術要件について検討し、核融合安全の安全要件として整理した。核融合炉施設は核融合

炉と燃料システムが併設されているため、原子炉施設の安全要件である SSR-2/1 と核燃料サイクル施設の安

全要件である SSR-4を統合した。そして、放射性物質の閉じ込めや安全上重要な機器に関する要件は原子炉

施設と同様の内容を設定し、核分裂性物質や臨界安全に関する要件は内容の変更や削除を行った。さらに、

核融合炉と燃料システムの安全上の独立性や核融合炉施設に特有の燃料システム、雰囲気トリチウム除去系

に関する要件を追加した。例えば、核融合炉と燃料システムの安全設備は互いに独立し、どちらかの安全機

能が喪失した場合でも、もう一方の安全に影響しないように設計されなければならない等の要件を設定した。 

4. 今後の検討課題 

今までに検討した核融合安全の考え方の整合性を確認するために、核融合安全の安全原則[5]と安全要件の対

応関係や核融合炉施設の防護レベルと核融合安全の安全要件の対応関係について整理する予定である。 
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